
福
井
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
　（
1
0
7
7
6
‐
２３
‐
4
5
1
6
） 

　
　
　
　
　
　
　
　（
1
８８
‐
8
1
0
2
） 

問 

国保 国保 

8
月
１
日
に
国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す
 

年金 年金 

６５
歳
に
な
っ
た
ら 

　
　
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金 

　
学
生
な
ど
で
住
民
票
が
勝
山
市
に
な

い
か
た
で
保
険
証
が
必
要
な
か
た
は
、

7
月
２７
日
ま
で
に
勝
山
市
役
所
市
民
課

へ
遠
隔
地
保
険
証
の
交
付
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

「勝山市国民健康保険保養施設
等利用助成事業」は、7月末で
終了します。 

　現在お持ちの「勝山市指定保養施設等利用
割引証」の有効
期限は平成21
年7月31日です
ので、お早めに
ご利用ください。 

※新たな割引証の発行はしま 
　せんので、ご了承ください。 

現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保
険
証
は
、
平

成
２１
年
7
月
３１
日
が
有
効
期
限
で
す
。
8
月

１
日
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く
保
険
証
は
７
月

３１
日
ま
で
に
被
保
険
者
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

一
般
の
か
た
は
「
赤
色
」、
退
職
者
の
か
た

は
「
緑
色
」
で
す
。

７０
〜
７４
歳
の
か
た
に
は
、「
国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
証
」
も
同
時
に
お
届
け
し
ま

す
。現

在
発
行
し
て
い
る
限
度
額
認
定
証
・
標

準
負
担
額
減
額
証
の
有
効
期
限
も
7
月
３１
日

で
す
の
で
、
入
院
中
な
ど
で
認
定
証
の
必
要

な
か
た
は
改
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

旧
保
険
証
は
、
市
役
所
市
民
課
、
福
祉
健

康
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」、
も
し
く
は
最

寄
り
の
公
民
館
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

修
学
中
の
か
た

在
学
証
明
書
な
ど

長
期
に
わ
た
り
住
居
を
離
れ
る
か
た

入
所

証
明
書
（
施
設
や
寮
入
所
の
場
合
）

卒
業
さ
れ
て
い
る
か
た
　
必
ず
市
民
課
へ
届

け
て
く
だ
さ
い
。
卒
業
ま
で
さ
か
の
ぼ
り

国
保
の
資
格
を
喪
失
し
、
か
か
っ
た
医
療

費
は
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
税
も
か
か
っ
た
ま
ま

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い

る
か
た
（
在
職
中
で
全
額
給
付
停
止
さ
れ
て

い
る
場
合
含
む
）
が
６５
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
に
代
わ
っ
て
、

新
た
に
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

６５
歳
に
な
る
誕
生
月
（
１
日
生
ま
れ
の
か

た
は
前
月
）
の
初
め
頃
に
、
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
保
険
裁
定
請
求
書
」（
ハ
ガ
キ
）

を
、
誕
生
日
の
末
日
（
１
日
生
ま
れ
の
か
た

は
前
月
末
日
）
ま
で
に
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
届
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
の
支
払
い

が
一
時
保
留
さ
れ
受
け
と
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
す
る
も
の
▼
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

保
険
裁
定
請
求
書
」（
ハ
ガ
キ
）

（
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
）

提
出
先
▼
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

提
出
期
限
▼
６５
歳
に
な
る
誕
生
月
の
末
日

（
１
日
生
ま
れ
の
か
た
は
前
月
末
日
）

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

難
し
い
か
た
へ
の
お
知
ら
せ

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
い

ざ
と
い
う
と
き
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
た
と
し
て
も
少
な
い
年
金
額
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
民
年
金
な

ら
で
は
の
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
一
部
納
付
（
免
除
）
制
度

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得

が
「
所
得
基
準
」
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に

よ
り
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除

ま
た
は
一
部
免
除
さ
れ
ま
す
。
退
職
（
失
業
）

に
よ
る
特
例
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

同
居
の
両
親
な
ど
（
世
帯
主
）
の
所
得
が

高
い
た
め
に
免
除
に
該
当
し
な
い
若
い
か
た

（
３０
歳
未
満
）
は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得

が
「
所
得
基
準
」
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ

り
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
の
か
た
で
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

必
要
な
も
の
▼
印
鑑
、
離
職
票
の
写
し
（
失

業
し
た
場
合
）、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
写
し
（
学
生
の
場
合
）

申
請
場
所
▼
市
民
課

大人 の背中で人づくり 
次世代育成のために、今こそ行動を!

夢
を
語
れ
る
人
に 

　
　
な
り
ま
し
ょ
う 

背
中
で
学
ぶ
こ
と 

自
ら
夢
を
持
と
う 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
 

立候補予定者説明会を 
次の日程で開催します。 

と　き　7月30日（木） 

　　　　午後2時 

ところ　教育会館3階 

　　　　第１研修室 

内　容　立候補届出の手続き 

　　　　に関する説明 

投票日　8月16日（日） 

投　票　所 

荒土児童ホール 

荒土小細野分校 

北 郷 公 民 館  

伊 知 地 公 民 館  

鹿 谷 公 民 館  

村 岡 公 民 館  

栃 神 谷 公 民 館  

北 谷 公 民 館  

野 向 公 民 館  

教 育 会 館  

猪 野 瀬 公 民 館  

平 泉 寺 公 民 館  

岩 ヶ 野 公 民 館  

遅 羽 公 民 館  

選 挙 区 投  票  時  間 

午前7時～午後6時 

第1選挙区 

第3選挙区 

第2選挙区 

学
校
教
育
課（
1

８８
‐
8
1
1
2
） 

問 

　
総
務
課
内
　
勝
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
事 

務
局（
1

８８
‐
1
1
1
6
） 

問 

広報かつやま7月号 No.656 16 広報かつやま7月号 No.65617

私
た
ち
は
、
自
分
の
行
動
を
、

他
人
か
ら
の
直
接
的
な
指
導
や

指
示
に
よ
っ
て
決
め
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
他

人
の
姿
や
言
動
に
よ
り
自
分
の

生
き
方
や
方
向
を
決
め
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

先
日
、
巨
人
の
小
笠
原
選
手

の
野
球
人
と
し
て
の
生
き
方

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
テ
レ
ビ
で
放
送

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
笠
原
選
手
は
、
大
切

な
場
面
で
見
事
な
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
こ
と

が
多
く
、
と
て
も
頼
も
し
い
存
在
で
す
が
、

ア
ン
チ
巨
人
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
憎
ら
し

い
存
在
で
す
。

し
か
し
、
自
ら
求
め
て
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
、
独
自
の
練
習
方
法
を
編
み
出
し
、

毎
日
怠
り
な
く
続
け
る
と
同
時
に
、
裏
方
の

人
た
ち
に
も
気
配
り
で
き
る
彼
の
存
在
は
、

ほ
か
の
選
手
た
ち
に
好
影
響
を
与
え
て
い
る

だ
ろ
う
と
確
信
し
ま
し
た
。
コ
ー
チ
で
は
な

く
て
も
、
彼
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
巨
人
の

若
手
選
手
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
と
同
時
に
、
野
球
を
職
業
と
し
な
い

私
た
ち
に
も
、
生
き
る
う
え
で
大
き
な
ヒ
ン

ト
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

大
人
た
ち
が
子
ど
も
に
向
か
っ
て
、「
夢

を
持
と
う
」
と
力
説
し
て
も
、
そ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
簡
単
に
は
届
か
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
れ
よ
り
も
大
人
の
私
た
ち
が
さ
さ
や

か
で
あ
っ
て
も
自
ら
の
夢
を
持
ち
、
そ
れ
ら

を
自
分
の
言
葉
で
語
っ
た
り
、
夢
に
向
か
っ

て
努
力
し
た
り
す
る
姿
を
見
せ
る
方
が
、
は

る
か
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
届
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

同
様
の
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

に
向
か
っ
て
「
読
書
は
大
切
だ
か

ら
、
ど
ん
ど
ん
本
を
読
み
ま
し
ょ

う
。」
と
語
る
よ
り
も
、
自
ら
本

を
読
み
、
読
書
の
楽
し
さ
を
語
る

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

マ
ナ
ー
向
上
に
し
て
も
、
小
笠

原
礼
法
ゆ
か
り
の
地
に
住
む
私
た

ち
が
、
そ
の
極
意
で
あ
る
「
相
手

を
大
切
に
思
う
心
」
を
持
っ
て
他

人
に
接
す
れ
ば
、
自
ず
と
そ
の
心

は
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
る
で
し
ょ

う
。こ

の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

勝
山
で
、
私
た
ち
大
人
が
、
心
豊

か
に
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
世

代
を
育
て
た
い
も
の
で
す
。

（
Ｎ
・
Ｙ
　
『
学
校
で
取
り
組
む

こ
と
』
よ
り
）

8
月
３１
日
任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
を
行
い
ま
す
。

投
票
日
▼
8
月
１６
日
（
日
）

午
前
7
時
〜
午
後
6
時

※
各
選
挙
区
に
て
即
日
開
票

投
票
所
▼
左
記
の
と
お
り

選
挙
す
べ
き
人
員
▼
１３
人

第
１
選
挙
区
（
荒
土
、
北
郷
、
鹿
谷
）
5
人

第
2
選
挙
区
（
村
岡
、
北
谷
、
野
向
）
4
人

第
3
選
挙
区
（
勝
山
、
猪
野
瀬
、
平
泉
寺
、

遅
羽
）
4
人

立
候
補
届
出
日
▼
8
月
9
日
（
日
）

立
候
補
受
付
場
所
▼

第
１
選
挙
区
　
荒
土
公
民
館

第
2
選
挙
区
　
村
岡
公
民
館

第
3
選
挙
区
　
勝
山
市
役
所

（
選
挙
管
理
委
員
会
）


